


2011 年 6 月 4 日           こだま      津久井やまゆり園機関紙第 127 号 
                                                                                                                                                                 

                                                                                                                                                          

  
東日本大震災と津久井やまゆり園 

【園長 安田 陽】
 

 

東日本大震災により被災されたみなさま

に、心よりお見舞いを申し上げます。 

 私がかながわ共同会に就職したのは、平

成 7 年 4 月 1 日でした。この年は非常に大

きな自然災害があった年で忘れることはで

きません。その大災害が阪神淡路大震災で

した。あれから 16 年後、それを完全に凌

駕してしまう大震災がこようとは思いもし

ませんでした。これは物の本からの受け売

りですが、地球は誕生して 46 億年だそう

で、その地球年齢からすると 1000 年など

はほんの一瞬で、地球規模の災害は地球規

模の時間軸で考える必要があるとの論でし

た。荒唐無稽とさえ思われてしまっていた

地球規模の話ですが、それが 3 月 11 日に

現実になって起こりました。 

、 

 

あれから 2 ヶ月が経ち、被災地の皆様に

は申し訳ありませんが、私たちの生活はほ

ぼ震災前に戻りました。私たちの思考も、1

日 24 時間、1 年 365 日の時間軸で展開す

るようになりました。ただ私たちは、また

いつか来るであろう天災に備えなければな

りません。今度は想定外は通用しません。

具体的な震災時の対応や、今後の備えは防

火管理者や防災委員会に譲りますが、私た

ちはどんな状況であれ、利用者の皆様に安

心で安全な生活を保障する義務があると再

認識いたしました。津久井やまゆり園では、

4 名の職員が交代で神奈川県知的障害施設

団体連合会の一員として、宮城県石巻市の

被災した障害者施設で、利用者支援に当た

っていることを申し添えます。 

 

津久井やまゆり園での東日本大震災発生

時からその後の対応については下記のとお

りでした。当園では、今後想定される「南

関東直下型地震」等の災害から利用者の皆

様をお守りするため、防災委員会を中心に、

大震災を想定した防災訓練の実施や、防災

マニュアル等の見直しを進めております。

また、必要な防災資器材及び非常食等の購

入や、行政・地元自治会と連携した「地域

防災ネットワーク」の構築に取組みます。 

（１）東日本大震災発生時の対応 

① 大震災発生：人員状況と建物等の被

害状況を確認し、全員の無事を確認

しました。 

② 停電：地震発生直後から停電にな

り、翌朝 3 時半頃に復旧しました。

③ 食事：夕食と翌日の朝食については

非常食で対応しました。 

④ 情報提供：ご家族等の皆様に対する

情報提供として、災害用伝言ダイヤ

ル171に安否情報を録音しました。

⑤ 夜間対応：当日は停電対応と万一の

余震等に備えるため、管理職 1 名を

宿直勤務とし、必要な指示を出しま

した。 

（２）その後の対応 

① 自家発電機の燃料残確認（灯油） 

② ボイラーの燃料残確認（灯油） 

③ 避難場所の再確認 

④ ガソリン不足に対する対策（通所事

業の休止、外出の休止等） 

⑤ 節電に対する取組（照明の間引き等

により、前年同月比約 20%以上の

節電を実施） 
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東日本大震災当日の避難誘導及び対応について 

【防火管理者 総務課長 永井清光】
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第三者評価受審を終えての感想  

【第一支援部長 佐藤和也】

 社会福祉法人かながわ共同会は、平成

20 年 4 月に「第 2 期中長期計画」を策

定しました。 

その中の津久井やまゆり園重点目標の

一つに、「一人ひとりのニーズに対応した

個別支援計画に基づいた支援及び定期的

な評価を実施します」と掲げ平成 22 年

度に「第三者評価受審」の計画を立てま

した。日頃から、利用者満足度アップの

為職員の資質向上に努めてきましたが、

当園は平成 21 年 4 月に自立支援法の新

サービス体系に移行し職員体制等は変わ

らないものの、職員全体の意識革命が必

要になりました。第三者評価受審も利用

し、今の支援全般をもう一度確認してみ

る事と、新しい風と・マンネリ化防止・

職員のレベルアップとして捉え、全職員

に発信しました。事前の研修から、当日

の訪問調査、資料作成から確認作業まで、

全職員を巻き込み受審に挑むよう繰り返

し行い意識作りをしました。その結果、

必ず解決出来ることを確信し、考え、道

筋を伝え笑顔で実践できていると確認で

き、又我々が先頭に立ち福祉を志す若い

職員を束ねられるように、この激動の時

代を切り抜けていきたいと思います。  
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※ 広報委員会より 

下の表は当園の第三者評価の受審結果を

神奈川県社会福祉士会のウェブサイトか

ら抜粋した物です。アドレスは以下の通

りです。 

http://www.kacsw.or.jp/third_person_

evaluation/rst2010_09_tsukui_yamayur

ien.html 

大項目  項目の内容  達成率（％）

職員の適切な言葉遣い、態度

プライバシーの確保

職員への人権教育

苦情解決システムの機

個々の心身機能にあわせた個別支援計画の実施

相談支援と情報提供

ケアマネジメントの理念 そった個別支援計画策定

個別のリスク管理

福祉機器、生活環境の整備

生活支援マニュアルの整備と職員への周知

生活環境整備マニュアルの整備と職員への周知

感染症対策マニュアルの整備と職員への周知

救命救急マニュアルの整備と職員への周知

防災マニュアルの整備と職員への周知

利用者支援システムとサービス管理システムの一体的機能

地域への理解促進のための取り組み

自己評価の実施と評価結果公表

計画的な職員研修による職員の資質向上

基本 ビス評価

人権を尊重した
サービスの提供
（4 項目20事項）

一人ひとりに適した
サービスの提供
（4 項目20事項）

サービスを提供する
ための体制の整備
（10 項目50 事項）

100%

100%

96%

能

に

的サー
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あおぞら委員会より（人権アンケート） 
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 あおぞら委員会とは、利用者一人ひと

りの自己実現と人権及び個人の尊厳を大

切にして、持てる能力を最大限に発揮し、

より豊かな生活や実りある生活を送れる

よう活動している委員会です。 

 

一言に人権に関わるといっても、その

活動は多岐に渡ります。利用者による当

事者活動（ピザの会）のサポートや、オ

ンブズマンといった外部機関と利用者と

の面談の調整、そして、職員やご家族、

実習生を対象にした「人権アンケート」

の実施です。 

どれもが利用者の自己実現に向けた重

要な取り組みですが、今回は最も外部の

目に触れやすいものとして、「人権アンケ

ート」について報告させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先ほども述べたとおり、あおぞら委員

会で実施しているアンケートには３種類

あります。 

年に１回ずつ、当園全職員を対象とし

た『職員向けアンケート』。そして利用者

の保護者、後見人などを対象にした『ご

家族向けアンケート』。そして通年で行わ

れる『実習生向けアンケート』です。 

その目的はいずれも「日々の支援の振

り返り」と「支援における課題点の抽出」

にあります。 

施設という限られた空間では考え方も

画一的になりがちです。時には外部の視

点を取り入れることで客観的な評価と課

題を浮き彫りにする必要があります。 

また、「アンケートを通して支援員に自

信を持ってもらう」という意図も実は含

まれています。 

 ご家族向けアンケートより 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三者に「間違っていない」と評価し

てもらう事で「これで良いのか」という

支援員の疑問を解消するとともに、延い

ては支援の質的向上を狙っています。 

 

次の表は昨年度のアンケートの回収率

です。 

 

名称 配布数 回答数 回答率 

実習生向 38 35 92.1％

職員向 178 134 75.3%

ご家族向 157 99 63.1%

1

1

2

3

平成２2年度　津久井やまゆり園版　職員人権擁護アンケート

第２条　　個人の尊重

第１条　　あおぞら宣言の尊重

利用者から発せられるメッセージを感じ取れるように努め、悩んでいる
時や利用者から支援を求められた時は、適切に解決するように努めてい
る。

評価期間　平成２1年１０月　～　平成２2年９月

評価　　　出来ている・・・○　　　出来ていない・・・×

利用者一人ひとりを一個人として大切に接している。

利用者の障害の状態・行動・性格・年齢・性別等いかなる理由によっても

励ましと賞賛を忘れず、一人ひとりが安心と誇りを持って暮らせるよう支

第３条　　サービス利用者・市民権　　

職員向けアンケートより抜粋 

表 アンケート回収率

出来ている 95 票

出来ていない 0 票

・無回答 4 票

①

（

職員は利用者さんの話しに耳を傾け、支援に反映している。

1 ） 利用者さんの自己決定について

96%

0% 4%

不明
出来ている 出来ていない

不明・無回答
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支援員を対象にした職員向けアンケー

トは４人中３人が提出しているという事

になり、個々の設問に対して「出来てい

ない」にチェックが入っている場合も見

られましたが、職員それぞれが課題意識

を持ち業務にあたっていると、前向きに

捉えたいと思います。 

         

また、職員向けアンケートでは「利用

者の市民権について」、実習生からは「拘

束について」の設問でもっとも重い評価

が出されております。どちらも現場から

上がっている声であり、今の津久井やま

ゆり園が抱えている課題である事は間違

いないと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逆にご家族向けアンケートに関しては

概ね「出来ている」という評価をいただ

いております。自由意見に際しても好意

的なコメントをいただけている事は、支

援員の支援が「間違っていない」のだと

いう事の裏づけにも繋がってくるもので

あり、先述の「支援員に自信を持っても

らう」事にも繋がると思われます。 

 

 

 職員は

 

 

 

 

 

 

 

 

あおぞら委員会では「利用者の自己実

現」を大きな目標として常に活動を続け

ています。今回上がった課題については、

平成２３年度から改善・向上に向けた取

り組みを進めている最中です。 

『身体拘束の解消』はリスク（転倒・

トラブルなど）管理と直結し、実現に向

けてはクリアしなければならない課題が

多くあります。『市民権の獲得』は施設の

中だけでなく、多岐に渡る関係機関との

連携が求められており、どちらも難しく、

デリケートな舵取りを必要とする問題で

す。 

「実践」した事は「評価」しなければ

次に繋がりません。来年の今頃、皆様に

お伝えできる結果が良い方向で評価して

いただけるような、自分達の自信に繋が

るようなものになるよう、努めてまいり

ます。 

 

 

 

出来ている 98 票

出来ていない 0 票

不明・無回答 1 票

①

（

利用者支援を行なうにあたり説明、同意を得ている。

5 ） 利用者さんやご家族のニーズに応えていくことに関して

99%

0%1%

出来ている 出来ていない

不明・無回答

出来ている 101 票

出来ていない 29 票

不明・無回答 3 票

①

第

利用者の立場に立って、一人ひとりが地域社会の中で豊かな
生活を送れるよう誠実に接している。

3 条 サービス利用者・市民権

76%

22%
2%

出来ている 出来ていない

不明・無回答

職員アンケートより 

実習生向けアンケートより

22 票

12 票

4 票

1 票不明・無回答

⑧利用者の行動制限についてはどのように感じましたか？
（ホーム・居室の施錠、身体の抑制など）

良い・そのように思う

普通・現状は仕方ない

悪い・そうは思わない

10% 3%

56%31%

良い・そのように思う

普通・現状は仕方ない

悪い・そうは思わない

不明・無回答

ご家族向けアンケートより 
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レポート 第４回 つくいフォーラム 
「そうだんしよう！このまちで」 

～つなげよう障害福祉相談支援ネットワーク～ 

 3 月 6 日（日）に当園体育館にて、第

4 回となります「つくいフォーラム」を

開催いたしました。天気には恵まれまし

たが、風のまだ冷たいこの時期に、園内

外合わせて 81 名もの皆さんにご参加い

ただき、盛況のうちに無事終了いたしま

した。 

第 1 部 講演： 
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「地域のくらしをささえるシステムづくり」 

 講師の冨岡貴生氏（かながわ障がいケ

アマネジメント従事者ネットワーク理事

長）より、相談されたことを受け、足り

ない資源やサービスをどうやって自立支

援協議会等に上げ、ネットワークを形成

しながら一緒に作り、安心した暮らしが

できるようなシステムづくりの手順と、

今後のあり方について、実際の事例を交

えながら講演していただきました。大変

わかりやすくいものだったと好評でした。

第 2 部 シンポジウム： 

「地域のくらしをささえる相談員」 

 シンポジウムでは、第１部に引き続き、

助言者として冨岡氏にも参加していただ

きました。始めにこの地域に 4 月より開

所した、相模原市立緑第一障害者地域活

動支援センターの所長高橋清氏から概要

説明をしていただきました。次に地域で

今後どのように相談支援をしていくのか、

また障害当事者からは就学してから現在

までの想いについて話していただきまし

た。そして相模原市自立支援協議会相談

支援部会の現状と今後を部会長の渡辺智

明氏（相模原市立療育支援センター陽光

園）より話していただきました。会場に

もマイクを向け、参加型のシンポジウム

を行いましたが、時間が足りないほどの

内容となりました。 

 今後も当事者・家族・利用者・事業所・

作業所・学校・行政・福祉施設の方々と

地域のネットワーク・地域福祉について

考えていきたいと思います。これからも

ご支援、ご協力のほどよろしくお願い申

し上げます。 
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平成 22 年度決算報告    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                           

（１）事業活動収支計算書
　　事業活動収支計算書は、会計年度間の「純資産」の増加と減少の内容を明らかにした計算書類です。また、事業活動収支計算書は、施設の
　会計における、損益計算書の機能と利益処分計算書の2つの機能を併せもった計算書類です。

平成22年4月1日～平成23年3月31日 （単位：円）

施設入所 短期入所 生活介護 ケアホーム
寸沢嵐地区
生活介護

計 診療所 日中一時支援 計

《福祉事業活動収入》

　自立支援費等収入 228,462,760 40,131,063 416,980,994 33,669,189 30,647,421 749,891,427 0 0 0 749,891,427

　私的契約利用料収入 0 659,836 0 0 0 659,836 0 0 0 659,836

　補助事業等収入 4,127,939 904,619 13,921,174 1,194,334 390,741 20,538,807 0 7,148,985 7,148,985 27,687,792

　神奈川県指定管理料 196,957,000 0 399,600,000 0 0 596,557,000 7,914,000 0 7,914,000 604,471,000

　その他の事業収入 0 0 0 0 0 0 15,900,965 0 15,900,965 15,900,965

　経常経費補助金収入 0 0 1,800,000 2,652,500 0 4,452,500 0 0 0 4,452,500

　寄附金収入 0 0 2,967,522 0 10,000 2,977,522 0 0 0 2,977,522

　雑収入 0 112,380 5,798,508 147,898 23,700 6,082,486 326,959 41,422 368,381 6,450,867

　国庫補助金等特別積立金取崩額 0 0 621,056 0 0 621,056 0 0 0 621,056

　　　　福祉事業活動収入合計 429,547,699 41,807,898 841,689,254 37,663,921 31,071,862 1,381,780,634 24,141,924 7,190,407 31,332,331 1,413,112,965

《福祉事業活動支出》

　人件費支出 241,133,767 24,815,184 479,305,554 12,611,225 13,461,015 771,326,745 2,188,493 5,874,743 8,063,236 779,389,981

　事務費支出 45,377,178 8,555,662 87,584,003 3,301,813 4,561,424 149,380,080 18,383,571 452,654 18,836,225 168,216,305

　事業費支出 74,286,769 7,152,768 44,817,115 10,492,046 5,807,228 142,555,926 3,463,923 782,610 4,246,533 146,802,459

　雑損失 0 0 0 13,421 0 13,421 0 0 0 13,421

　減価償却費 0 0 5,757,654 750,956 407,859 6,916,469 0 0 0 6,916,469

　引当金繰入 3,736,200 381,000 6,953,550 42,300 171,000 11,284,050 31,500 80,400 111,900 11,395,950

　　　　福祉事業活動支出合計 364,533,914 40,904,614 624,417,876 27,211,761 24,408,526 1,081,476,691 24,067,487 7,190,407 31,257,894 1,112,734,585

　　　　福祉事業活動収支差額 65,013,785 903,284 217,271,378 10,452,160 6,663,336 300,303,943 74,437 0 74,437 300,378,380

《事業活動外収入》

　受取利息配当金収入 0 0 90,302 0 1,465 91,767 75 0 75 91,842

　会計単位間繰入金収入 0 0 0 0 0 0 3,500,000 0 3,500,000 3,500,000

　経理区分間繰入金収入 0 0 0 0 5,000,000 5,000,000 0 0 0 5,000,000

　　　　事業活動外収入合計 0 0 90,302 0 5,001,465 5,091,767 3,500,075 0 3,500,075 8,591,842

《事業活動外支出》

　会計単位間繰入金支出 1,000,000 0 2,500,000 0 0 3,500,000 0 0 0 3,500,000

　経理区分間繰入金支出 55,583,939 903,284 143,642,487 1,194,334 390,741 201,714,785 0 0 0 201,714,785

　　　　事業活動外支出合計 56,583,939 903,284 146,142,487 1,194,334 390,741 205,214,785 0 0 0 205,214,785

　　　　事業活動外収支差額 △ 56,583,939 △ 903,284 △ 146,052,185 △ 1,194,334 4,610,724 △ 200,123,018 3,500,075 0 3,500,075 △ 196,622,943

　　　　　経常収支差額 8,429,846 0 71,219,193 9,257,826 11,274,060 100,180,925 3,574,512 0 3,574,512 103,755,437

《特別収入》

　　　　特別収入合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

《特別支出》

　　　　特別支出合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　特別収支差額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　当期活動収支差額 8,429,846 0 71,219,193 9,257,826 11,274,060 100,180,925 3,574,512 0 3,574,512 103,755,437

《繰越活動収支差額》

　前期繰越活動収支差額 28,782,347 0 129,864,776 12,387,521 0 171,034,644 11,467,961 0 11,467,961 182,502,605

　当期末繰越活動収支差額 37,212,193 0 201,083,969 21,645,347 11,274,060 271,215,569 15,042,473 0 15,042,473 286,258,042

 　　　　　次期繰越活動収支差額 37,212,193 0 201,083,969 21,645,347 11,274,060 271,215,569 15,042,473 0 15,042,473 286,258,042

（２）貸借対照表
　　貸借対照表は、会計年度末におけるすべての資産、負債及び純資産の状態を表示した計算書類です。
　純資産の部は、資産の部合計と負債の部合計との差額となります。

平成23年3月31日 （単位：円）

施設入所 短期入所 生活介護 ケアホーム
寸沢嵐地区
生活介護

計 診療所 日中一時支援 計

《資産の部》

　流動資産 38,782,347 6,225,267 229,607,270 21,234,372 21,658,931 317,508,187 16,952,735 934,970 17,887,705 335,395,892

　固定資産 0 0 94,985,403 4,266,523 5,077,609 104,329,535 4,000,000 0 4,000,000 108,329,535

　　　　　資産の部合計 38,782,347 6,225,267 324,592,673 25,500,895 26,736,540 421,837,722 20,952,735 934,970 21,887,705 443,725,427

《負債の部》

　流動負債 1,570,154 6,225,267 57,295,370 3,855,548 15,462,480 84,408,819 1,910,262 934,970 2,845,232 87,254,051

　　　　　負債の部合計 1,570,154 6,225,267 57,295,370 3,855,548 15,462,480 84,408,819 1,910,262 934,970 2,845,232 87,254,051

《純資産の部》

　国庫補助金等特別積立金 0 0 1,213,334 0 0 1,213,334 0 0 0 1,213,334

　その他の積立金 0 0 65,000,000 0 0 65,000,000 4,000,000 0 4,000,000 69,000,000

　次期繰越活動収支差額 37,212,193 0 201,083,969 21,645,347 11,274,060 271,215,569 15,042,473 0 15,042,473 286,258,042

　　　　　純資産の部合計 37,212,193 0 267,297,303 21,645,347 11,274,060 337,428,903 19,042,473 0 19,042,473 356,471,376

　　　　　負債及び純資産の部合計 38,782,347 6,225,267 324,592,673 25,500,895 26,736,540 421,837,722 20,952,735 934,970 21,887,705 443,725,427

勘　定　科　目

津 久 井 や ま ゆ り 園

一般会計 公益事業会計
計

勘　定　科　目

津 久 井 や ま ゆ り 園

一般会計 公益事業会計

計
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 ～行 事 の 告 知～ 
 

夏休みわいわい創作活動教室 

平成 23 年 7 月 29 日（金） 

  津久井やまゆり園納涼祭 

平成 23 年 8 月 6 日（土） 

  まつりだ！やまゆり 

平成 23 年１０月２２日（土） 

～ボランティアの方々紹介～ 

～団体～ 
津久井高校茶華道部   

民生委員児童委員協議会 

～個人～  

藤本晴子さん 尾嶋梅子さん 中原郁子さん

松岡康男さん （順不同） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～平成 23 年度組織図～ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

～巻末随想～ 

笑い 

  

 心底笑った後は、硬く縮んでいた気持ちもほぐれま

す。不安や悲しみ・怒りが少し和らぎます。また笑った

後はよどんだ頭がよく働く気がします。笑いには感情の

浄化作用や脳を活性化させる働きがあるのでしょう。 

 医学には、笑うことが癌の発生率を抑えるという研究

結果が発表されています。体の免疫の働きを高め、健康

をもたらす効果もあるようです。 

 “笑う角には福来る”ということわざがあります。「い

つも笑っている家には幸運がやってくる」という意味で

す。「門」とは一族や一家のことを指し、家族全員がニ

コニコと楽しく笑顔で暮らしていることで福が舞い込

んでくるということを表しています。 

そもそも、笑顔を見ると嬉しくなったり、ほっとした

りします。幼い子どもの自然な笑顔は親をはじめ周囲の

大人のこころを和ませたり“世話をしたくなる”気持ち

にします。哺乳類の子どもを可愛く感じるのは、その笑

顔や顔の作りのためであるとも言われます。しかめ面を

している人よりは笑顔でいる人の方が愛され、人も近付

いて来るものです。 

 私はあまり笑わない方なのですが、根が真面目？？？

なのです。決して笑いたくないのではありません。笑う

ことで福が来て欲しいと思っています。私の場合は笑い

の感性がやや鈍いのかもしれません。 

日頃から意識して、笑いや喜びの種を見つけたいと思

います。 

地域サービス課 心理担当 永井真司

～寄付希望品～ 
・CD デッキ・CD ラジカセ・DVD プレイヤー

・芳香剤・化粧品・シャボン玉・婦人服 

・ソファー・本（料理・ファッション） 

・寝具（掛・敷き）・衣類（男性もの） 

・介助用のテーブル（Ｓ字型や U 字型） 

・タオルケット・積み木・マニキュア  

・乳幼児用パズル・知育玩具（音の出るもの） 

・パラバルーン・キャップ付きボールペン（使用

済で良いです）・手芸用品材料（大きめのビー

ズ・レース・リボン・布・糸・フェルト） 

・ニット生地の古着（色・柄のあるもの） 

連絡先：TEL 042（684）3511 

         総務課（小林・永井まで） 

＊大きいものは取りに伺います。よろしくお願い

いたします。 

※こだまに関するお問い合せ   

地域サービス課：TEL 042（689）4811 

※個人情報の取り扱いに関する苦情・相談の連絡先 

総務課：TEL  042（684）3511  

メール tsukui@kyoudoukai.jp

※この会報に掲載されている写真･氏名については、本人

及びご家族に承諾いただき掲載しています。 

こだま 1２７号 

発 行 相模原市緑区千木良４７６ 

社会福祉法人 かながわ共同会 

    津久井やまゆり園 

    TEL 042（684）3511 

   責任者   URＬhttp://www.kyoudoukai.jp/tsukui 

園長 安田 陽 

編 集  津久井やまゆり園広報委員会 
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